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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．事務所内電力、自動車燃料を創意工夫により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．事務所内のごみの削減に努めます。

４ ．事務所内 節水に努めます。

５ ．地域防犯に積極的に参加します。

６ ．社内制度を再構築し配送サービスの向上を目指します。

７ ．

８ ．

　本業である配送サービスを通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主
的・積極的に取り組みます。
　お客様に喜んでいただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供するこ
とが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでま
いります。

2023年5月1日

人と人の間をつなぐ物流企業として自社の発展のみならず、社会にどのように貢献して
いくのか？　また、その貢献をどのように永続するのか？を常に問いかけながらさらな
るサービスの向上に努めようと思っていますので、今後の合同サービス配送(有)にご期
待ください。

環 境 経 営 方 針

代表取締役社長

制定日：
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（１） 名称及び代表者名
合同サービス配送有限会社
代表取締役社長　樋谷　羽津美

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市北区大淀中5-11-25

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 総務部長　 乙井　いづみ TEL：06-6451-2177
担当者 総務部　　 堤愛梨 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊
担当者

（４） 事業内容
一般貨物自動車輸送事業、貨物運送取扱事業、軽貨物自動車運送事業

（５） 事業の規模
売上高 千円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 5 月 1 日 ～ 4 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 合同サービス配送有限会社
対象事業所： 本　　　社
対象外：なし
活動： 一般貨物自動車輸送事業、貨物運送取扱事業、軽貨物自動車運送事業

□事業の紹介

198 200

柴谷営業所本　　　社 合　　計

組 織 の 概 要

43,415

30 5 35
398

・一般貨物自動車運送事業

・貨物運送取扱事業

・軽貨物自動車運送事業

合同サービス配送有限会社 | 合同サービス配送有限会社公式ホームページ
(goudouservice.com)

各車両のサービス内容
まずはお客様のもとに、私どもの物流コンサルタントが訪れ

配送全般に関わる問題点をヒヤリングし、お客様と一緒に
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代表者

 環境管理責任者

社長 樋谷

環境経営組織及び役割・責任・権限

環境委員会

          堤

乙井

業務部 総務部

乙井

管轄・福島

上嶋
管轄・空港

森國

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
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単位
kg-CO2

ｋｇ
ｋｇ

㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

✕

〇

✕

✕

✕

〇
✕

〇

※都市ガスは少量のため目標設定はしていない。
※化学物質の使用はしておりません。

100%

95%98%
原単位

262,665

260,765

305,918

14,753

0.390
2023年 102%

263,453 301,005

0.411 0.402

電力使用量の削減 kWh

配送サービスの向上

基準年度比 2023年
㎥水使用量の削減

電力による二酸化炭素
削減 基準年度比 2023年 98%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目 （基準年)

一般廃棄物の削減
kg

kg-CO2 4,830

原単位

基準年度比

基準年度比

基準年度比

kg-CO2

環境経営目標及びその実績

関西電力
0.311 0.311 0.311

関西電力関西電力
2021年度 2021年度 2021年度

水使用量 63 73 69

（実績）
基準値 2024年

（目標）

2022年
273,735 306,013

項　目

　一般廃棄物排出量
0

2024年
二酸化炭素総排出量 301,775

0

主な環境負荷の実績

0　産業廃棄物排出量

747 671 671
廃棄物排出量

2023年

0.113 0.123 0.121

評
価 （目標）

2026年
（目標）

4,5884,636

2025年

95%

0.125

102%
4,733 4,913

0.128

112%

kg-CO2/千円

97%
273,659 268,186 265,401

95% 97%
70

行動目標（次項による）  社内体制の再構築

2023年 98%

kWh/千円

96%

15,529 15,218

上記二酸化炭素排出量合計

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2

671
97%

651
97%

14,908

96%

2023年 98%

96%

15,798

96%

651
0.364 0.394

72 69 71

671

258,077

644

73

行動目標（次項による）　企業価値向上

96%

268,830
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数値目標：○達成　×未達成

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2023年
2024年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2023年
2024年

取組紹介欄

2023年
2024年

△

1,050752
902 708

921

10,479
8月

7月6月
1,192

7月 8月

1,350

2,001

・エリア別営業活動の見直し

5月

6月

○

1月

・働き方見直しによる残業時間の短縮

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

達成状況

数値目標

○

達成状況

数値目標
・エコドライブの浸透
・効率的なルートで配送

9,463
7,398

1,618

11,305

5月

8月 9月

8,396

✕

7,804 10,622
7月

12,0049,291

1,307 1,276

・燃料削減方法の検討（運転日報の様式改

1,253 1,309
871

12月11月10月

✕

3月2月 4月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2,145

○・不要照明の消灯

1,595701
7121,244

1,353 759
1,184

社員数が増加すると使用電力を抑えきれないが節電の周知を行
う。
柴谷営業所の電気使用量が、2025年1月より加算されている。

9月6月5月

1,436

△
原単位目標

取組結果とその評価、次年度の取組計画
入社時や定期的にエコドライブの必要性について社内講習を実施
しているが車両が増えている為数値目標は達成できない。、１台
辺りの無駄をなくす取組と周知うを行う。

7,055

△

7,884
2月 3月

○

10月 11月 12月
6,640 7,6818,471

9月

1,5001,817927
859

1,8171,817
2,014 1,0981,347 2,125

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

〇

3月

1月

1,576

8,559 8,005 8,275

1,064 1,096 1,474 2,237

7,6357,695 7,096
7,460

12月 1月

9,248

1,029
1,6892,126 1,801

8,6347,704

4月

4月
1,397

2,359 2,087 2,067

10月 11月
1,083
1,869

2月

0

1,000

2,000

3,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

電力（kWh） 2023年 2024年

0

5,000

10,000

15,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

ガソリン（L) 2023年 2024年

0

1,000

2,000

3,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

軽油（L) 2023年 2024年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2023年
2024年

水使用量の削減

取組紹介欄

2023年
2024年

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
○

7月
6

5

5月 6月

使用量は少量で節水意識のみを徹底している。目標値は達成して
いるので、今後も節水意識をもって取り組む。

0
0

4月

0

5457 58

・分別の徹底
数値目標

8
9月
65 6 10

達成状況

・ストップノズル取り付け

達成状況

55

〇

0

5 6

数値目標

55
57

57

8月 9月
58 54

・持込ごみの見直し（車内発生ごみ）

7月

2月

・ペーパーレス化、帳票見直しによる印刷 ○
・運送用緩衝材の再利用

5月 6月

○

○

✕
取組結果とその評価、次年度の取組計画

△

1月 3月

△

12月
5558

10月
57 56 52 56

4月
56

11月

社員数が増加することで達成は難しくなるが無駄をなくすように周
知徹底する。

56

11月 12月 1月10月
4 6

58 56 565556 52 57

2月

8月

6 5 7
5 6

5 6

3月
6 5
56 7 6

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

5

10

15

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

水道水（㎥） 2023年 2024年

0

20

40

60

80

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

一般廃棄物（kg） 2023年 2024年
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社内体制の再構築

企業価値向上

・運送サービス新製品・商品開発
働き方、カーボンニュートラルへの対応、
SDGs

○

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

△

資格（運転免許、一般講習、初任運転）

0

取組結果とその評価、次年度の取組計画
社内ブランディング（社内啓発） ○

0

資格取得や各種研修への積極的な参加によりドライバーとしての
基本的な知識・技能は知識無事故・無違反を継続に達成したこと
は高く評価でき当社の品質基準は十分に確保されている。

安全品質の浸透を継続し社員同士の協力体制がより強化された。
Webサイト更新やSNSでの情報発進活動が採用・営業の両方で成
果を生み始めており今後の事業拡大への足がかりを築けた。

自社価値の外部発信（Webサイト)
・事業拡大のための資金調達、人材確保 △

達成状況

○

△

教育訓練、研修 ○
無事故無違反　表彰
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

貨物自動車運送事業法 呼気確認によるアルコールチェック0、点呼確認による体調管理チェック

□外部からの環境上の苦情・要請等

緊急事態の想定： 暴風雨被害
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

一般廃棄物（事務所ごみ）廃棄物処理法

道路運送車両法
道路交通法

ハザードマップなどで災害を想定した机上訓練で手順を確認した。

樋谷社長・海本部長・乙井いづみ・上嶋鉄也・海本唯登・宮口裕輝・東阪優也・阿久津沙希・
丹保慶吾　9名

保安基準順守、点検整備の実施

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

特にありません。

令和6年9月14日 本社　会議室

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項 ドライバー資格（プライバシー）

交通違反

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

緊急事態対応の試行・訓練
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり 〇〇
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境負荷削減の意識は着実に向上しているが、燃料由来CO₂や電力使用量の目標未達は、社員増加・業務量増加・車両増加が
大きな要因である。

原単位での改善は順調で、効率化の取り組みは成果を出している。

2025年度以降は、車両燃費改善、運行効率化、設備更新、社員教育の強化に注力し達成の努力と周知徹底を行っていきます。

2025年7月30日

代表者による全体の評価と見直し・指示
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